
関
谷

　正
徳

　こ
の
た
び
、

中
津
川
市
民

病
院
の
病
院

長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た

関
谷
正
徳
と

申
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　当
院
は
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
「
安

心
し
て
受
診
で
き
る
病
院
」「
信
頼
さ

れ
る
医
療
の
提
供
」
を
目
指
し
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
理
念
を

引
き
継
ぎ
、
よ
り
一
層
、
地
域
に
根
ざ

し
た
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　近
年
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
は
、

医
師
の
時
間
外
労
働
の
削
減
や
労
働
環

境
の
改
善
を
実
行
し
な
さ
い
と
い
う
国

か
ら
の
指
示
で
す
。
今
の
よ
う
に
緊
急

手
術
や
24
時
間
の
救
急
体
制
を
維
持
す

る
に
は
医
師
の
人
数
が
重
要
で
す
。
安

藤
前
院
長
は
、
各
大
学
の
医
局
や
医
学

生
の
研
修
病
院
説
明
会
な
ど
に
足
し
げ

く
通
い
、
医
師
数
の
増
加
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
問
題

で
あ
る
病
院
看
護
師
不
足
も
深
刻
で
す
。

当
院
は
今
年
度
12
名
の
看
護
師
が
入
職

し
ま
し
た
が
、
定
年
や
転
居
な
ど
で
離

職
す
る
数
も
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
状
況
で
す
。
看
護
部
や
中
津
川

市
と
協
力
し
て
看
護
師
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
や

在
宅
医
療
の
重
要
性
が
増
す
中
、
地
域

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
急
性
期

医
療
の
み
な
ら
ず
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　ま
た
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

新
し
い
治
療
法
や
診
断
技
術
が
次
々
と

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
最
新
の

医
療
機
器
を
導
入
し
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の

声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
な
が
ら
医

療
を
提
供
す
る
「
心
の
こ
も
っ
た
医
療
」

こ
そ
が
、
地
域
の
病
院
と
し
て
の
本
来

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
院
の
発
展
に
は
、
病
院
職
員
一
人

ひ
と
り
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
従
事
者

の
働
き
方
改
革
や
、
職
員
同
士
の
協
力

体
制
の
強
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
け

る
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
信

頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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　糖尿病教室は、原則、 開催します。
当院に受診されてない方、自分が糖尿病ではない方、患者さまのご家族の方など、どなたでも
参加自由です。　
　予約・費用は不要です。お気軽にご参加下さい。

2025年度糖尿病教室開催予定
　2025.5.15（木曜日） 上田医院
　　　　　　　　　　 糖尿病内科専門医　上田一裕先生
　2025.7 循環器内科医師　　　　　　　　
　2025.9 歯科口腔外科医師　　　　　　　
　2025.11 眼科医師　　　　　　　　　　　
　2026.1 腎臓内科　西尾文利先生　

　当院の最新の様子や糖尿病教室のご案内などがご覧いただけます。
こちらのQRコードからアカウントへとべます。
是非チェックしてみてください。
いいね！とフォローよろしくお願いいたします。

【マイナ保険証について】
　これまで健康保険証で行っていた医療保険の資格確認を、マイナンバーカードでおこなう仕
組みです。当院は、マイナ保険証の使用を推奨しており、総合受付に機械が 3台設置され多く
の患者さまが利用されています。
そこで、マイナ保険証のメリットを 2つご紹介します。

①データに基づくより良い医療が受けられます。
患者さまに同意を得たうえで、医師等が過去の診療情報、お薬情報や特定健診の結果を確認で
きるようになるため、身体の状態や 他の病気を推測して治療に役立てることができます。初め
ての医療機関に受診したとしても、正確なデータが連携されるため、普段受診している医療機
関と同様に安心して適切な治療を受けることができます。

②突然の手術・入院でも自己負担の上限を超える高額な支払いが不要になります。
突然の病気・ケガで手術や入院をすることになっても、自己負担の上限を超える高額の一時立
て替え支払いなどをせずに、一定額以上の支払いが不要※ になります。
（※マイナンバーカードによる資格確認で高額療養費制度が適用される）
　　　
マイナンバーカードの保険証利用について（被保険者証利用について）｜厚生労働省　参考

糖尿病教室開催のお知らせ 新入職員です。よろしくお願いします。

マイナ保険証のメリットについて

糖尿病委員会

2025.1

当院のインスタグラムを開設いたしました



関
谷

　正
徳

　こ
の
た
び
、

中
津
川
市
民

病
院
の
病
院

長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た

関
谷
正
徳
と

申
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　当
院
は
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
「
安

心
し
て
受
診
で
き
る
病
院
」「
信
頼
さ

れ
る
医
療
の
提
供
」
を
目
指
し
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
理
念
を

引
き
継
ぎ
、
よ
り
一
層
、
地
域
に
根
ざ

し
た
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　近
年
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
は
、

医
師
の
時
間
外
労
働
の
削
減
や
労
働
環

境
の
改
善
を
実
行
し
な
さ
い
と
い
う
国

か
ら
の
指
示
で
す
。
今
の
よ
う
に
緊
急

手
術
や
24
時
間
の
救
急
体
制
を
維
持
す

る
に
は
医
師
の
人
数
が
重
要
で
す
。
安

藤
前
院
長
は
、
各
大
学
の
医
局
や
医
学

生
の
研
修
病
院
説
明
会
な
ど
に
足
し
げ

く
通
い
、
医
師
数
の
増
加
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
問
題

で
あ
る
病
院
看
護
師
不
足
も
深
刻
で
す
。

当
院
は
今
年
度
12
名
の
看
護
師
が
入
職

し
ま
し
た
が
、
定
年
や
転
居
な
ど
で
離

職
す
る
数
も
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
状
況
で
す
。
看
護
部
や
中
津
川

市
と
協
力
し
て
看
護
師
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
や

在
宅
医
療
の
重
要
性
が
増
す
中
、
地
域

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
急
性
期

医
療
の
み
な
ら
ず
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　ま
た
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

新
し
い
治
療
法
や
診
断
技
術
が
次
々
と

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
最
新
の

医
療
機
器
を
導
入
し
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の

声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
な
が
ら
医

療
を
提
供
す
る
「
心
の
こ
も
っ
た
医
療
」

こ
そ
が
、
地
域
の
病
院
と
し
て
の
本
来

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
院
の
発
展
に
は
、
病
院
職
員
一
人

ひ
と
り
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
従
事
者

の
働
き
方
改
革
や
、
職
員
同
士
の
協
力

体
制
の
強
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
け

る
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
信

頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

中津川市民病院各科診療担当医表

田中 田中 田中 田中

丸山 甲斐

豊國

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

﨑

丸山 丸山 前川

德武 田中 矢野(心) 田中 船橋

矢野(心) 前川

矢野(順) 矢野(心)

田中 甲斐 横井

担当医

担当医 担当医

永田

吉本 久保 石﨑

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

岡田 幸道 岡田 岡

加藤 加藤

岡野 倉田 加藤 鹿野 加藤

片山 片山 室 片山

後藤 後藤 後藤

平井 平井 平井

岡

岡

石田

幸道

/

http://nakatsugawa-hp.jp/tantoui/

～

水野

水野 齊藤 齊藤

齊藤

前川

澤木 佐々木

TE

～

BCG

　糖尿病教室は、原則、 開催します。
当院に受診されてない方、自分が糖尿病ではない方、患者さまのご家族の方など、どなたでも
参加自由です。　
　予約・費用は不要です。お気軽にご参加下さい。

2025年度糖尿病教室開催予定
　2025.5.15（木曜日） 上田医院
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　2025.9 歯科口腔外科医師　　　　　　　
　2025.11 眼科医師　　　　　　　　　　　
　2026.1 腎臓内科　西尾文利先生　

　当院の最新の様子や糖尿病教室のご案内などがご覧いただけます。
こちらのQRコードからアカウントへとべます。
是非チェックしてみてください。
いいね！とフォローよろしくお願いいたします。

【マイナ保険証について】
　これまで健康保険証で行っていた医療保険の資格確認を、マイナンバーカードでおこなう仕
組みです。当院は、マイナ保険証の使用を推奨しており、総合受付に機械が 3台設置され多く
の患者さまが利用されています。
そこで、マイナ保険証のメリットを 2つご紹介します。

①データに基づくより良い医療が受けられます。
患者さまに同意を得たうえで、医師等が過去の診療情報、お薬情報や特定健診の結果を確認で
きるようになるため、身体の状態や 他の病気を推測して治療に役立てることができます。初め
ての医療機関に受診したとしても、正確なデータが連携されるため、普段受診している医療機
関と同様に安心して適切な治療を受けることができます。

②突然の手術・入院でも自己負担の上限を超える高額な支払いが不要になります。
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の患者さまが利用されています。
そこで、マイナ保険証のメリットを 2つご紹介します。

①データに基づくより良い医療が受けられます。
患者さまに同意を得たうえで、医師等が過去の診療情報、お薬情報や特定健診の結果を確認で
きるようになるため、身体の状態や 他の病気を推測して治療に役立てることができます。初め
ての医療機関に受診したとしても、正確なデータが連携されるため、普段受診している医療機
関と同様に安心して適切な治療を受けることができます。

②突然の手術・入院でも自己負担の上限を超える高額な支払いが不要になります。
突然の病気・ケガで手術や入院をすることになっても、自己負担の上限を超える高額の一時立
て替え支払いなどをせずに、一定額以上の支払いが不要※ になります。
（※マイナンバーカードによる資格確認で高額療養費制度が適用される）
　　　
マイナンバーカードの保険証利用について（被保険者証利用について）｜厚生労働省　参考

糖尿病教室開催のお知らせ 新入職員です。よろしくお願いします。
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　糖尿病教室は、原則、 開催します。
当院に受診されてない方、自分が糖尿病ではない方、患者さまのご家族の方など、どなたでも
参加自由です。　
　予約・費用は不要です。お気軽にご参加下さい。

2025年度糖尿病教室開催予定
　2025.5.15（木曜日） 上田医院
　　　　　　　　　　 糖尿病内科専門医　上田一裕先生
　2025.7 循環器内科医師　　　　　　　　
　2025.9 歯科口腔外科医師　　　　　　　
　2025.11 眼科医師　　　　　　　　　　　
　2026.1 腎臓内科　西尾文利先生　

　当院の最新の様子や糖尿病教室のご案内などがご覧いただけます。
こちらのQRコードからアカウントへとべます。
是非チェックしてみてください。
いいね！とフォローよろしくお願いいたします。

【マイナ保険証について】
　これまで健康保険証で行っていた医療保険の資格確認を、マイナンバーカードでおこなう仕
組みです。当院は、マイナ保険証の使用を推奨しており、総合受付に機械が 3台設置され多く
の患者さまが利用されています。
そこで、マイナ保険証のメリットを 2つご紹介します。

①データに基づくより良い医療が受けられます。
患者さまに同意を得たうえで、医師等が過去の診療情報、お薬情報や特定健診の結果を確認で
きるようになるため、身体の状態や 他の病気を推測して治療に役立てることができます。初め
ての医療機関に受診したとしても、正確なデータが連携されるため、普段受診している医療機
関と同様に安心して適切な治療を受けることができます。

②突然の手術・入院でも自己負担の上限を超える高額な支払いが不要になります。
突然の病気・ケガで手術や入院をすることになっても、自己負担の上限を超える高額の一時立
て替え支払いなどをせずに、一定額以上の支払いが不要※ になります。
（※マイナンバーカードによる資格確認で高額療養費制度が適用される）
　　　
マイナンバーカードの保険証利用について（被保険者証利用について）｜厚生労働省　参考

糖尿病教室開催のお知らせ 新入職員です。よろしくお願いします。
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　糖尿病教室は、原則、 開催します。
当院に受診されてない方、自分が糖尿病ではない方、患者さまのご家族の方など、どなたでも
参加自由です。　
　予約・費用は不要です。お気軽にご参加下さい。

2025年度糖尿病教室開催予定
　2025.5.15（木曜日） 上田医院
　　　　　　　　　　 糖尿病内科専門医　上田一裕先生
　2025.7 循環器内科医師　　　　　　　　
　2025.9 歯科口腔外科医師　　　　　　　
　2025.11 眼科医師　　　　　　　　　　　
　2026.1 腎臓内科　西尾文利先生　

　当院の最新の様子や糖尿病教室のご案内などがご覧いただけます。
こちらのQRコードからアカウントへとべます。
是非チェックしてみてください。
いいね！とフォローよろしくお願いいたします。

【マイナ保険証について】
　これまで健康保険証で行っていた医療保険の資格確認を、マイナンバーカードでおこなう仕
組みです。当院は、マイナ保険証の使用を推奨しており、総合受付に機械が 3台設置され多く
の患者さまが利用されています。
そこで、マイナ保険証のメリットを 2つご紹介します。

①データに基づくより良い医療が受けられます。
患者さまに同意を得たうえで、医師等が過去の診療情報、お薬情報や特定健診の結果を確認で
きるようになるため、身体の状態や 他の病気を推測して治療に役立てることができます。初め
ての医療機関に受診したとしても、正確なデータが連携されるため、普段受診している医療機
関と同様に安心して適切な治療を受けることができます。

②突然の手術・入院でも自己負担の上限を超える高額な支払いが不要になります。
突然の病気・ケガで手術や入院をすることになっても、自己負担の上限を超える高額の一時立
て替え支払いなどをせずに、一定額以上の支払いが不要※ になります。
（※マイナンバーカードによる資格確認で高額療養費制度が適用される）
　　　
マイナンバーカードの保険証利用について（被保険者証利用について）｜厚生労働省　参考

糖尿病教室開催のお知らせ 新入職員です。よろしくお願いします。

マイナ保険証のメリットについて

糖尿病委員会

2025.1

当院のインスタグラムを開設いたしました


